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本
書
は
、
石
橋
玲
子
氏
の
日
本
語
学
習
者
の
作
文
産
出
に
関
す
る
一
連
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
H
a
y
es
（
一
九
九
六 注
）
の
作
文
産
出
過
程
の
新
モ
デ
ル
に
理
論
的
基
盤
を
お
き
、
第
2言
語
に
よ
る
作
文
産
出
の
認
知
過
程
や
認
知
要
因
、
情
意
要
因
等
、
作
文
産
出
に
関
わ
る
学
習
者
個
人
内
の
諸
要
因
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
以
下
に
、
3部
か
ら
な
る
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
、
論
評
を
加
え
た
い
。
第
1部
は
、
第
2言
語
の
作
文
産
出
に
お
け
る
第
1言
語
の
認
知
的
関
与
に
関
す
る
研
究
で
、
理
論
的
背
景
及
び
先
行
研
究
を
ま
と
め
た
第
1章
を
含
む
4章
か
ら
な
る
。
第
2章
は
、
中
国
語
を
第
1言
語
と
す
る
中
上
級
日
本
語
学
習
者
4名
が
作
文
産
出
過
程
を
発
話
思
考
し
た
プ
ロ
ト
コ
ル
を
日
本
語
習
熟
度
と
第
1言
語
の
関
与
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
質
的
研
究
で
、
日
本
語
の
作
文
産
出
過
程
に
お
け
る
第
1言
語
使
用
で
は
日
本
語
習
熟
度
が
関
係
す
る
こ
と
、
第
1言
語
が
日
本
語
能
力
の
未
発
達
を
補
完
し
、
内
容
の
表
象
探
索
、
言
語
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
3章
で
は
、
中
国
語
を
第
1言
語
と
す
る
日
本
語
学
習
者
60名
が
直
接
日
本
語
で
書
い
た
作
文
（
以
下
、
直
接
作
文
）、
第
1言
語
で
書
い
て
か
ら
翻
訳
し
た
作
文
（
以
下
、
翻
訳
作
文
）
を
対
象
と
し
て
、
第
1言
語
使
用
の
影
響
を
作
文
の
質
、
量
、
学
習
者
の
意
識
の
視
点
か
ら
検
討
し
、
第
1言
語
使
用
が
作
文
の
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、
産
出
量
を
増
や
す
方
向
で
影
響
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
効
果
が
日
本
語
能
力
上
位
群
、
下
位
群
よ
り
中
位
群
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
2言
語
の
作
文
産
出
に
お
け
る
第
1言
語
使
用
の
効
果
を
「
逆
Ｕ
字
型
効
果
」
曲
線
と
し
て
モ
デ
ル
化
し
て
い
る
。
一
方
、
「
全
体
的
誤
用
」
の
観
点
か
ら
の
分
析
に
よ
り
、
第
1言
語
の
介
入
が
語
彙
表
現
レ
ベ
ル
の
誤
用
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
4章
で
は
、
第
2言
語
の
作
文
産
出
に
お
け
る
第
1
言
語
使
用
の
影
響
を
ト
ピ
ッ
ク
の
認
知
負
担
、
第
1言
語
の
作
文
力
、
文
章
構
成
と
の
関
連
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
ト
ピ
ッ
ク
の
認
知
負
担
に
つ
い
て
は
、
60名
の
直
接
作
文
と
翻
訳
作
文
を
ト
ピ
ッ
ク
群
別
、
第
2言
語
の
習
熟
度
別
に
比
較
、
分
析
し
た
結
果
、
第
2言
語
の
作
文
産
出
に
お
け
る
第
1言
語
の
使
用
効
果
は
日
本
語
能
力
中
位
群
の
抽
象
的
な
ト
ピ
ッ
ク
の
作
文
産
出
に
有
意
で
、
第
1言
語
の
「
逆
Ｕ
字
型
効
果
」
曲
線
が
認
知
負
担
の
大
き
い
課
題
ほ
ど
適
用
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
第
1言
語
の
作
文
力
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
同
一
被
験
者
の
第
1言
語
と
第
2
言
語
の
作
文
の
質
を
産
出
言
語
及
び
第
2言
語
の
習
熟
度
と
の
関
連
か
ら
分
析
し
、
第
2言
語
の
作
文
に
は
第
1言
語
の
作
文
力
よ
り
第
2言
語
の
習
熟
度
が
関
連
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
2言
語
の
文
章
構
成
は
第
1言
語
か
ら
の
影
響
よ
り
第
2言
語
の
習
熟
度
や
作
文
教
育
経
験
等
の
要
因
が
影
響
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
第
2部
で
は
、
産
出
作
文
の
逸
脱
へ
の
認
識
と
教
師
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
第
5章
の
第
1節
で
は
、
日
本
語
学
習
者
59名
に
自
分
の
作
文
を
自
己
訂
正
さ
せ
、
自
己
訂
正
箇
所
を
日
本
語
能
力
、
作
文
力
別
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
気
づ
い
た
逸
脱
は
か
な
り
正
確
に
自
己
訂
正
で
き
、
自
己
訂
正
数
は
日
本
語
能
力
と
関
連
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
第
2節
で
は
、
自
己
訂
正
及
び
教
師
添
削
の
効
果
を
見
る
た
め
、
中
級
日
本
語
学
習
者
1名
が
自
己
訂
正
過
程
と
推
敲
作
文
産
出
過
程
を
発
話
思
考
し
た
プ
ロ
ト
コ
ル
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
自
己
訂
正
過
程
で
は
読
み
返
し
に
よ
り
逸
脱
に
気
づ
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
作
文
推
敲
過
程
で
は
教
師
の
明
示
的
添
削
が
正
確
さ
に
対
す
る
留
意
を
喚
起
し
、
非
明
示
的
な
誤
用
訂
正
で
も
逸
脱
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箇
所
の
学
習
の
内
在
化
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
第
3節
で
は
、
タ
イ
の
日
本
語
学
習
者
64名
を
対
象
に
、
作
文
に
お
け
る
誤
用
の
気
づ
き
と
修
正
の
正
確
さ
を
、
自
己
修
正
、
ピ
ア
修
正
、
教
師
の
非
明
示
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
比
較
、
検
討
し
、
自
己
修
正
や
教
師
の
非
明
示
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
逸
脱
へ
の
気
づ
き
を
学
習
の
内
在
化
の
機
会
と
す
る
た
め
に
は
修
正
箇
所
へ
の
明
確
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
6章
の
第
1節
で
は
、
教
師
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
対
す
る
学
習
者
の
認
識
と
対
処
に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査
の
結
果
か
ら
、
学
習
者
が
返
却
さ
れ
た
作
文
を
読
み
返
し
、
教
師
の
コ
メ
ン
ト
や
訂
正
等
に
留
意
し
、
自
分
の
中
間
言
語
の
仮
説
構
築
に
役
立
て
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
第
2節
で
は
、
教
師
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
過
程
で
ど
う
学
習
者
の
作
文
の
逸
脱
を
認
識
し
、
修
正
し
て
い
る
か
を
日
本
語
教
師
8名
の
発
話
思
考
の
プ
ロ
ト
コ
ル
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
修
正
の
大
半
は
表
層
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
、
修
正
に
至
る
段
階
に
は
逸
脱
の
探
索
段
階
、
意
味
推
測
段
階
、
調
整
段
階
、
実
施
段
階
が
あ
る
こ
と
、
修
正
非
修
正
の
判
定
基
準
は
各
教
師
が
判
断
す
る
書
き
手
の
日
本
語
能
力
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
第
3部
で
は
、
作
文
産
出
に
関
わ
る
学
習
者
の
認
知
的

情
意
的
要
因
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
第
7章
の
第
1節
で
は
、
文
章
産
出
の
ビ
リ
ー
フ
に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査
の
結
果
か
ら
、
予
備
教
育
の
日
本
語
学
習
者
が
主
題
の
明
確
さ
の
必
要
性
や
構
成
の
重
要
性
等
の
ビ
リ
ー
フ
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
、
文
章
産
出
の
ビ
リ
ー
フ
が
「
メ
タ
認
知
の
重
要
性
」
「
外
部
リ
ソ
ー
ス
活
用
の
有
用
性
」
「
母
語
作
文
力
と
の
関
連
」
の
3因
子
構
造
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
第
2節
で
は
、
タ
イ
の
日
本
語
学
習
者
115名
を
対
象
に
し
た
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、
タ
イ
の
日
本
語
学
習
者
の
作
文
産
出
の
ビ
リ
ー
フ
の
特
性
は
「
正
確
さ
志
向
」「
メ
タ
認
知
志
向
」「
ア
イ
デ
ィ
ア
の
精
緻
化
志
向
」「
ピ
ア
協
働
志
向
」「
作
文
産
出
に
対
す
る
困
難
意
識
」
「
表
記
に
対
す
る
意
識
」
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
第
8章
で
は
、
作
文
に
関
わ
る
情
意
的
要
因
に
つ
い
て
タ
イ
人
日
本
語
学
習
者
126名
を
対
象
に
質
問
紙
調
査
を
行
い
、
不
安
要
因
と
成
績
、
日
本
語
習
熟
度
と
の
関
連
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
作
文
に
関
わ
る
不
安
は
「
作
文
産
出
不
安
」、「
作
文
評
価
不
安
」、「
表
現
志
向
」、「
作
文
自
信
」
の
4因
子
構
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
作
文
の
成
績
と
作
文
産
出
不
安
因
子
に
負
の
相
関
が
あ
る
こ
と
、
不
安
の
高
い
学
習
者
群
ほ
ど
評
価
不
安
が
高
く
、
表
現
志
向
と
作
文
自
信
が
低
い
傾
向
に
あ
る
等
の
結
果
か
ら
、
指
導
時
の
情
意
面
へ
の
配
慮
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
9章
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
第
2言
語
の
作
文
教
育
に
お
い
て
学
習
者
主
体
の
学
習
を
支
援
し
、
促
進
さ
せ
る
知
見
や
方
法
が
具
体
的
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
第
2言
語
の
作
文
産
出
過
程
に
関
わ
る
諸
要
因
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
、
各
研
究
が
有
機
的
に
つ
な
が
る
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
評
定
の
信
頼
度
等
に
改
善
点
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
研
究
方
法
は
研
究
目
的
に
応
じ
て
多
様
か
つ
適
切
な
手
法
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
数
の
少
な
い
探
索
的
研
究
も
い
く
つ
か
含
ま
れ
る
が
、
日
本
語
教
育
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
文
産
出
に
関
す
る
個
人
要
因
の
解
明
に
本
書
が
遺
し
た
足
跡
は
大
き
い
。
こ
れ
ま
で
の
第
2言
語
の
作
文
産
出
研
究
で
は
そ
の
要
因
の
複
雑
さ
か
ら
研
究
結
果
が
比
較
し
に
く
い
と
い
う
指
摘
に
配
慮
し
、
本
書
の
研
究
は
研
究
課
題
に
関
連
す
る
要
因
を
綿
密
に
統
制
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
対
象
の
多
く
は
中
国
語
を
第
1言
語
と
す
る
中
上
級
日
本
語
学
習
者
の
論
説
文
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
得
ら
れ
た
知
見
の
一
般
化
に
は
、
異
な
る
言
語
や
言
語
能
力
の
学
習
者
、
異
な
る
課
題
を
対
象
と
し
た
研
究
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
第
2言
語
の
作
文
研
究
を
志
す
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
は
、
作
文
指
導
に
携
わ
る
教
師
に
も
、
従
来
の
指
導
法
を
見
直
し
、
学
習
者
を
主
体
的
な
学
び
に
導
く
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
教
育
現
場
で
実
践
し
、
そ
の
教
育
効
果
を
検
証
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
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